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会社概要

財務状況・非財務情報　-2022年　2023年　2024年-

財務情報

非財務情報

3200

3700

2022 年 2023年 2024年

3458

3642

3510
3600

3500

3400

3300

0

500

1000

1500

2000

2022 年 2023年 2024年

1370
1200

1596

200

260
250

2022 年 2023年 2024年

222

250
244

240

230

220

210

0

1000

500

1500

2000

3000

2500

2022 年 2023年 2024年

1962

2566

2048

60

85

2022 年 2023年 2024年

7980
82

80

75

70

65

0

200

100

300

400

500

2022 年 2023年 2024年

481
411

468

売上高（単位:百万円）

廃棄物の受入量（t）

営業利益（単位:百万円）

車両のCO2排出量（t）

自己資本率（％）

食品リサイクル件数

人
事
管
理
チ
ー
ム

川
角
Ｒ
プ
ラ
ザ

Ｅ
Ｃ
や
ま
ぶ
き

経
理
財
務
チ
ー
ム

西

部

支

店

法
務
管
理
チ
ー
ム

見
沼
営
業
所

ヤ
オ
コ
ー
熊
谷
Ｅ
Ｃ

部 長 会労
務
管
理
チ
ー
ム

事
故
撲
滅
委
員
会

業
務
営
業
課

営

業

課

営
業
推
進
課

営
業
サ
ポ
ー
ト
課

秋
ヶ
瀬
営
業
所

管

理

課

さ
き
た
ま
支
店

資
産
管
理
チ
ー
ム

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
委
員
会

情
報
シ
ス
テ
ム
チ
ー
ム

広
報
委
員
会

庶
務
チ
ー
ム

安
全
衛
生
委
員
会

●エコセンターやまぶき（中間処分場）
　埼玉県さいたま市岩槻区古ヶ場2-10-3

●さきたま支店
　埼玉県行田市藤原町2-5-7

●深谷支店
　埼玉県深谷市仲町17-17-202

●越谷支店
　埼玉県越谷市北越谷1-22-3-107

●本社
　埼玉県さいたま市浦和区常盤2-9-10

●見沼営業所
　埼玉県さいたま市緑区芝原2-18-1

●西部支店
　埼玉県鶴ヶ島市高倉1217-5

●秋ヶ瀬営業所
　埼玉県さいたま市桜区道場3-27-20
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　現下の情勢において、企業には柔軟性と持続可能な価　現下の情勢において、企業には柔軟性と持続可能な価
値創出が不可欠です。値創出が不可欠です。
　当社は廃棄物処理を通じて地域社会と環境に貢献し、　当社は廃棄物処理を通じて地域社会と環境に貢献し、
持続可能な価値創出を追求してきました。持続可能な価値創出を追求してきました。
　変化を恐れず、多様な視点を受け入れ、社会と調和しな　変化を恐れず、多様な視点を受け入れ、社会と調和しな
がら前進する。その柔軟性こそが、持続可能な成長の原動がら前進する。その柔軟性こそが、持続可能な成長の原動
力であると考えています。力であると考えています。

　サーキュラーエコノミー、カーボンニュートラル、ネイ　サーキュラーエコノミー、カーボンニュートラル、ネイ
チャーポジティブといったグローバルな潮流を見据え、チャーポジティブといったグローバルな潮流を見据え、
当社は環境と経済の両立を図る取り組みを着実に進めて当社は環境と経済の両立を図る取り組みを着実に進めて
います。います。

　その信頼は、美しい町づくりと環境保全のために。　その信頼は、美しい町づくりと環境保全のために。

　これからも、社会から選ばれる企業であり続けるため　これからも、社会から選ばれる企業であり続けるため
に、挑戦と変革を続けてまいります。に、挑戦と変革を続けてまいります。

　当社は、事業の持続的な成長と健全なリスクマネジメン
トの実現を目的に、業務部会議、事故撲滅委員会、安全衛生
員会、管理部といった各種専門組織を中心に、社内体制の整
備と強化を進めています。
　これらの組織は、それぞれの専門性をいか
しつつ密接に連携し、業務プロセスの安全
性・透明性を高めるための改善活動を継続的
に実施しています。
　また、事故・災害の未然防止や労働環境の
向上に向けた取り組みを通じて、社員一人ひ
とりが安心して働ける環境づくりを推進し
ています。
　こうした取り組みを着実に積み重ねる
ことで、企業としての社会的責任を果た
すとともに、地域社会やお取引先様との
信頼関係を維持・強化し、持続可能な企業
運営を支える基盤を構築しています。

　当社は、環境に配慮した事業運営を目指し、以下の取り組みを行っています。
▶電気自動車の導入
　収集運搬車両の一部をEV化し、CO₂排出量の削減に努めています。
▶地域のクリーン活動
　定期的に社員が地域のごみ拾いを行い、環境美化に貢献しています。
▶エコキャップ回収
　ペットボトルキャップを集めてリサイクルし、資源の有効活用と社会貢献を両立しています。
▶車両のCO₂削減対策
　アイドリングストップやエコドライブを徹底し、燃料消費と排出ガスの削減を図っています。
　これからも、地域や環境にやさしい企業を目指して、継続的に取り組みを進めてまいります。

 「その信頼は美しい町づくりと 
 環境保全のために」 

　言葉を胸に、日々の業務に誠実に取り組み、地域の皆さ
まからの信頼に応えることを大切にしています。

　今後も、環境への配慮と地域との共生を軸に、社会的責
任を果たす企業として成長を続けてまいります。

　当社は、廃棄物処理を通じて地域社会と環境に貢献す
る企業として、持続可能な社会の実現を目指しています。

代表取締役 井古田晃伸

コーポレートガバナンス体制コーポレートガバナンス体制

環境保護への取り組み環境保護への取り組み

ISO14001の継続認証ISO14001の継続認証

埼玉県SDGsパートナーズ登録埼玉県SDGsパートナーズ登録

さいたま市CS・SDGsパートナーズさいたま市CS・SDGsパートナーズ

Libパートナーに認定Libパートナーに認定

CSRの取組姿勢とビジョンCSRの取組姿勢とビジョン

トップメッセージトップメッセージ

　当社は、取引先と連携しながら、環境への影響を最小限に抑える持
続可能なサプライチェーンの構築に取り組んでいます。
　調達・物流においても、環境保全を重視した責任ある選択を推進し
ています。

　当社は、すべての従業員が安心して働ける環境づくりを重視し、働き
方改革やダイバーシティの推進、職場環境の改善に取り組んでいます。
　また、ハラスメント防止に向けた定期研修を通じて、健全で公正な
職場づくりを継続的に進めています。

　当社は地域社会、顧客、行政機関、従業員、協力会社など多様なス
テークホルダーと協働し、廃棄物処理業における責任を果たしなが
ら、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを推進しています。
　具体的には、以下のような取り組みを行っています。

▶ 地域住民との対話　近隣の清掃活動や地域の行事への参加を通じ
て、交流を深めています。

▶行政との協働　法令遵守に加え、環境保全情報の共有や災害時の
連携体制強化に取り組んでいます。

▶従業員とのコミュニケーショ　安全教育や意見交換の場を設け、
働きやすい職場環境づくりを推進しています。

　今後も、ステークホルダーの皆さまとの対話を通じて、より良い
サービスの提供と環境負荷の低減に努めてまいります。

働きやすい職場環境の整備働きやすい職場環境の整備

ステークホルダーとの対話ステークホルダーとの対話

　当社は、地域の一員として、ボランティア活動や
寄付をはじめ、区民祭りや環境イベントへの参加な
ど、地域とのつながりを大切にした活動を継続して
います。
　今後も、地域とともに歩む企業として、信頼と共
感を育んでまいります。

　当社は廃棄物処理業を通じて、持続可能な社会の実現に貢献することを使命とし、以下の3つの基本方針に基づき、企業の社会的責任を果たしてまいります。
１. 地域・得意先様との共存共栄　地域社会および得意先様との信頼関係を大切にし、相互の発展を目指して共に歩む姿勢を貫きます。
２. 信用は無限の財産　法令遵守はもちろんのこと、誠実な対応と透明性のある情報開示を通じて、社会からの信頼を築きます。
３. 環境と福祉の真のサービス追求 環境保全と人々の暮らしの安心・安全を両立させる「真のサービス」の実現に向け、技術革新と業務改善を継続的に行います。

地域社会との関わり地域社会との関わり

CSR方針CSR方針

サプライチェーンにおける環境配慮サプライチェーンにおける環境配慮


